
須恵町シニアクラブ連合会　令和７年９月発行

表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（新旧役員研修旅行） 	  ２～３
（春季一斉奉仕作業を行う） 	  ３
（６月町議会を傍聴して） 	  ３～４
（郡シ連グラウンドゴルフ大会） 	  ４～６
（第２２回粕屋地区交通安全大会） 	  ７
（スナップで見る第２回高齢者学級） 	  ８

● 地区クラブ紹介（山の神親和会） 	  ８～９
● 会員のひろば 	  ９～１０
● 医療施設等紹介（青洲会クリニック） 	  １１
● 会員訃報 	  １２
● 編集後記、スナップで見る活動 	  １２

頁
鳥　名：サメビタキ
撮影地：大分県由布市
メジロより一回り大きいくらいの鳥です。

夏鳥として本州中部以北の山地に渡ってき

ます。九州では秋ごろに見かけるので私は

てっきり冬鳥と思っていましたが、渡りの

時期になると東南アジア方面に近い九州へ

移動してくるのが真相のようです。

写真の鳥は、九重連山の山中で水浴びを

しにやってきたところを撮ったものです。

周囲には紅葉した落葉もあり、すっかり秋

の気配です。

（写真・文：上杉和稔）

第２９９号
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若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
、
各
種
研
修
会
の

参
加
や
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

コ
ラ
ム
で
は
5
月
26
日
の
郡
シ
連
グ 

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
予
選
会
以
降
の

行
事
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
紹
介
し
ま

す
。

研
修
部　
　
　

白
水　

勝
元

　

5
月
20
日
～
21
日
の
2
日
間
で
若
杉

ク
ラ
ブ
の
新
旧
役
員
研
修
旅
行
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
出

発
、
高
速
道
路
で
一
度
休
息
を
と
り
、

次
に
慈
恩
の
滝
を
見
学
し
ま
し
た
。
上

段
20
ｍ
、
下
段
10
ｍ
と
合
わ
せ
て
約
30

ｍ
の
落
差
が
あ
る
二
段
滝
で
す
。
か
な

り
水
量
が
豊
富
で
、
以
前
は
通
る
こ
と

が
で
き
た
滝
の
裏
側
は
通
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

湯
布
院
に
着
き
そ
こ
で
昼
食
。
そ
の

後
、
湯
布
院
「
湯
の
坪
街
道
」
を
散

策
、
金
輪
湖
ま
で
行
き
ま
し
た
。

　

気
温
が
高
く
日
傘
を
さ
し
て
歩
き
ま

し
た
。
外
国
の
人
々
、
韓
国
語
や
英
語

な
ど
が
飛
び
交
い
、
日
本
人
は
1/5
以
下

の
よ
う
で
し
た
。

　

次
に
、
別
府
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
大
駐
車

場
に
あ
る
、
九
州
焼
酎
館
を
訪
問
し
、

焼
酎
や
清
酒
を
思
い
思
い
に
購
入
。
試

飲
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
希

望
者
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
ま
で
行

き
ま
し
た
。
4
月
下
旬
か
ら
5
月
ま
で

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
咲
き
乱
れ
、
美
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
日
の
宿
、
城
島
高
原
ホ
テ
ル
へ
到

着
。
宴
会
は
食
事
が
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
刺
身
は
新
鮮
で
、
一
切

れ
が
大
き
く
食
べ
が
い
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
肉
も
A4
ラ
ン
ク
と
お
ぼ
し
き

も
の
で
、
柔
ら
か
く
と
て
も
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
し
た
。
一
部
屋
4
名
で
し
た
が

和
室
と
洋
室
が
別
々
に
あ
り
、
ゆ
っ
た

り
と
二
人
ず
つ
分
か
れ
て
寝
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
小
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
。

　

ま
ず
杵
築
の
中
野
酒
造
を
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
酒
造
り
に
全
て
地
下
水

を
使
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
、

湯
布
院
･
杵
築

一泊
二
日
の
旅

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

観光客で賑わう湯の坪街道 慈恩の滝の前での記念写真

高原駅を出発するロープウェイ

中野酒造さんの説明を聞くみなさん
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た
し
か
に
自
慢
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
美

味
し
い
水
で
し
た
。
清
酒
な
ど
を
十
分

試
飲
し
、
ほ
ろ
酔
い
で
次
の
杵
築
産
業

物
産
館
で
お
買
い
物
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
希
望
者
の
方

が
添
乗
員
の
岩
崎
さ
ん
の
案
内
で
、
杵

築
の
城
下
町
の
散
策
に
出
か
け
ま
し

た
。
北
台
武
家
屋
敷
と
商
人
の
町
と
を

つ
な
ぐ
酢
屋
の
坂
や
上
級
武
士
の
屋
敷

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
分
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
空
港

で
、
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
装
飾
や
空
港
内

を
見
学
し
、
国
東
（
く
に
さ
き
）
で
昼

食
し
ま
し
た
。
そ
し
て
2
回
の
休
息
を

は
さ
み
な
が
ら
5
時
頃
、
須
恵
町
へ
帰

着
し
ま
し
た
。

昭
穂
若
鶴
会　

村
瀬　

英
夫

　

令
和
七
年
六
月
七
日
土
曜
日
の
朝
、

何
時
も
の
よ
う
に
、
四
時
五
十
分
に
目

覚
ま
し
に
起
こ
さ
れ
、
窓
越
し
に
外
の

様
子
を
確
認
、
雨
で
な
け
れ
ば
締
め
て

家
を
出
る
の
が
何
時
も
の
パ
タ
ー
ン
で

す
。

　

六
時
三
十
分
か
ら
ラ
ジ
オ
に
合
わ
せ

て
体
操
、
今
日
は
、
春
季
一
斉
奉
仕
作

業
で
す
の
で
、
八
時
前
に
家
を
出
て
、

空
き
缶
・
ゴ
ミ
等
を
拾
い
な
が
ら
昭
穂

公
民
館
へ
急
ぎ
ま
す
。
八
時
三
十
分
ご

ろ
に
は
、
参
加
者
二
十
人
前
後
の
方
が

集
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
で
集
め
た
空
き
缶
・
ゴ
ミ
等
を
分
別

し
て
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
し
て
作
業

は
終
了
と
な
り
ま
す
。
所
要
時
間
四
十

分
く
ら
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
一
斉
奉
仕
作
業
後
、
防
災
グ
ッ
ズ

を
持
ち
寄
っ
て
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の

拡
大
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
な
り

ま
し
た
。
次
回
の
秋
季
一
斉
奉
仕
作
業

で
は
、
是
非
と
も
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
確
認
等

が
出
来
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

『
そ
な
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
』
と
も
言

い
ま
す
。
災
害
と
言
え
ば
、
二
十
年

前
、
西
方
沖
地
震
が
あ
り
、
震
源
に
近

い
玄
海
島
・
能
古
島
・
志
賀
島
等
の
沿

岸
地
区
は
、
大
き
な
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
を
思
い
出
す
だ
け
で
も
身
が

震
え
ま
す
。

　

幸
い
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
須
恵
町

で
は
お
お
き
な
災
害
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
何
が
あ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
そ
な

え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

桑
原　

君
代

　

令
和
7
年
度
の
若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部

の
須
恵
町
議
会
一
般
質
問
の
傍
聴
が
6

（
次
頁
に
続
く
）

６
月
町
議
会
を
傍
聴
し
て

春
季一斉
奉
仕
作
業
を行う

酢屋の坂で記念撮影

空港ロビーのフォトスポット

空き缶・ゴミ等を拾いながら昭穂公民館

へ向かう会員の皆さん
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月
9
日
午
前
10
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
女
性
部
か
ら
12
名
、
男

性
会
員
と
一
般
の
方
を
あ
わ
せ
て
20
名

ほ
ど
で
し
た
。
10
時
の
時
報
と
同
時

に
、
議
長
よ
り
本
日
の
議
事
日
程
が
報

告
さ
れ
、
一
般
質
問
が
通
告
順
に
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

通
告
は
、
全
部
で
6
名
が
質
問
に
立

ち
、
質
問
事
項
は
6
項
目
あ
り
ま
し
た
。

①
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
は
、

②
カ
ス
ハ
ラ
の
現
状
と
対
策
は
、

③
高
齢
者
の
見
守
り
対
策
は
、

④
物
価
高
騰
へ
の
対
応
は
、

⑤
聴
覚
機
能
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
、

⑥
蛍
の
湯
の
減
免
処
置
と
利
便
性
は
、

と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
質

問
に
対
し
て
担
当
課
長
・
町
長
が
的
確

に
分
か
り
や
す
く
答
弁
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
対
策
の
件

で
は
民
生
委
員
の
負
担
が
、
と
て
も
大

き
い
現
状
で
す
。
そ
の
中
で
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
は
と
て
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
会
員
を
増
や
す
こ
と
で
、
外

に
出
る
機
会
を
作
り
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
民
生
委
員
の
仕

事
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
と
の

話
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
単
位
ク

ラ
ブ
女
性
部
長
の
皆
さ
ん
の
感
想
は
次

の
通
り
で
す
。

・
町
長
よ
り
若
杉
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

と
て
も
良
い
評
価
を
頂
き
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

・
教
員
の
数
が
少
な
い
状
況
、
ス
ト
レ

ス
の
大
き
い
仕
事
で
あ
る
事
を
知

り
ま
し
た
。

・
色
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
人
と
し
て
の
質
が
問
わ
れ

る
と
思
い
ま
し
た
。
役
場
の
職
員

の
対
応
が
悪
か
っ
た
事
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

・
数
年
前
の
様
に
、
金
券
を
町
民
に
配

っ
て
欲
し
い
。（
お
米
対
策
と
か
）

・
福
祉
課
長
の
受
け
答
え
が
力
強
く

て
、
と
っ
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

・
一
時
期
「
お
客
様
は
神
様
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
は
や
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
お
客
様
を
選
べ
る
商
業

ベ
ー
ス
の
話
で
す
。
し
か
し
、
役

場
は
、
最
終
的
に
住
民
の
方
と
接

す
る
窓
口
で
す
。
お
客
様
は
選
べ

な
い
、
究
極
の
サ
ー
ビ
ス
業
で

す
。
そ
の
中
で
、
い
か
に
気
持
ち

良
く
帰
っ
て
頂
く
か
が
窓
口
の
役

割
で
す
。
お
客
様
は
選
べ
ま
せ

ん
。
（
カ
ス
ハ
ラ
の
お
話
の
中
で

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
）

若
杉
ク
ラ
ブ
が
団
体
戦
三
位
！

若
杉
ク
ラ
ブ
健
康
推
進
部
会

赤
星　

明
吉

（
次
頁
に
続
く
）

糟
屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日

6月町議会一般質問を傍聴する

女性部の皆さん（議会事務局提供）
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当
初
予
定
の
6
月
10
日
（
火
）
が
、

悪
天
候
の
た
め
6
月
17
日
（
火
）
に
延

期
さ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で

降
り
続
い
た
雨
が
嘘
の
よ
う
に
当
日
は

晴
天
に
恵
ま
れ
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
選
手
団
26
人
は
、
須
恵

町
役
場
駐
車
場
を
8
時
に
貸
切
バ
ス
で

出
発
、
会
場
の
篠
栗
町
総
合
運
動
公
園

（
カ
ブ
ト
の
森
）
に
午
前
8
時
30
分
に

到
着
。
指
定
さ
れ
た
テ
ン
ト
内
で
開

会
式
ま
で
待
機
し
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
開
会
行
事
が
行

わ
れ
、
来
賓
の
三
浦
篠
栗
町
長
、
城
戸

篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
激

励
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

篠
栗
町
体
育
部
長
の
競
技
上
の
諸
注
意

が
あ
り
、
選
手
は
所
定
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
競
技
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
危
険
な
暑
さ
が
予
想
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
場
の
カ
ブ
ト
の
森
公
園

に
涼
し
い
風
が
吹
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
ラ
ウ
ン
ド
毎
に
10
分
間
の
休
憩
を

取
る
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
た
た
め
、

何
事
も
な
く
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
審
査
確
認
集
計
作
業

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
団
体
・
個
人
の
受
賞
は
次

の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

（
点
数
は
順
位
15
位
迄
の
得
点
で
す
）

一
位　

志
免
町　

点
数　

49
点

二
位　

宇
美
町　

点
数　

23
点

三
位　

須
恵
町　

点
数　

16
点

個
人
の
部

（
数
字
は
実
打
数
、
同
打
数
の
場
合
は

2
打
数
が
多
い
方
を
上
位
、
こ
れ
も
同

じ
の
場
合
は
生
年
月
日
が
早
い
方
が
上

位
と
な
り
ま
す
）

一　

位　

中
島　

礼
男　

47
（
志
免
）

二　

位　

三
苫　

敏
雄　

51
（
志
免
）

三　

位　

只
松　

澄
子　

52
（
久
山
）

四　

位　

猪
谷　

敏
行　

53
（
志
免
）

五　

位　

池
田　

好
博　

54
（
宇
美
）

六　

位　

田
村　

久
男　

54
（
久
山
）

七　

位　

天
野　

博
之　

55
（
篠
栗
）

八　

位　

生
田　

倉
松　

56
（
志
免
）

九　

位　

小
山
田　

茂　

57
（
須
恵
）

十　

位　

成
吉　

徳
美　

57
（
篠
栗
）

十
一
位　

中
野　

清
二　

58
（
須
恵
）

十
二
位　

進
藤　
　

優　

58
（
新
宮
）

（
次
頁
に
続
く
）

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３

開会式の須恵町の選手のみなさん

団体３位の表彰を受ける小山田茂さん
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十
三
位　

古
賀　

一
郎　

58
（
須
恵
）

十
四
位　

田
中　

力
矢　

58
（
宇
美
）

十
五
位　

堀
内　

節
生　

59
（
須
恵
）

み
な
さ
ん
の
シ
ョ
ッ
ト
写
真

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
選
手
の

皆
さ
ん
の
「
シ
ョ
ッ
ト
」
の
写
真
で

す
。
撮
影
不
足
で
、
全
員
の
写
真
を
掲

載
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
許
し
く
だ

さ
い
。

介護のことなど　お気軽に相談ください
［特別養護老人ホーム　恵昭園］
［アネックス　恵昭園］

上須惠 112-3　須恵町コミュニティバス「平原池前」下車
☎９３３－１６００

［老人保健施設　若杉の里］
上須惠 112-79  須恵町コミュニティバス「佐谷川原」下車

☎９３３－１６３０
「さりげなく喜び」「さりげなく温もり」「さりげなく幸せ」を

たしかに感じることができる生活を支援します

社会福祉法人　恵徳会

グラウンドゴルフ大会の会場（篠栗町総合運動公園）
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若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長　

駒
山　

悦
章

　

令
和
7
年
7
月
9
日
（
水
）
に
第
22

回
粕
屋
地
区
交
通
安
全
大
会
が
、
志
免

町
総
合
福
祉
施
設
シ
ー
メ
イ
ト
の
シ
ー

メ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
粕
屋
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
と

交
通
安
全
指
導
員
が
参
加
し
、
若
杉
ク

ラ
ブ
か
ら
は
、
役
員
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
、
女
性
部
か
ら
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
。

②
飲
酒
運
転
の
撲
滅

③
横
断
歩
道
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

④
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

で
す
。

　

大
会
は
、
開
会
の
あ
と
、
交
通
事
故

犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
を
行
い
、
続
い

て
交
通
安
全
協
会
長
、
粕
谷
警
察
署
長
、

志
免
町
長
の
挨
拶
の
後
、
各
町
の
交
通

安
全
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
志
免
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
の
交
通
安
全
宣
言
が
あ
り
、
休

憩
に
。

　

休
憩
後
、
福
岡
県
交
通
安
全
協
会
の

交
通
安
全
寸
劇
が
あ
り
、
高
齢
者
交
通

安
全
に
関
し
て
、
横
断
歩
道
を
渡
る
場

合
は
、
斜
め
に
渡
る
と
時
間
が
か
か
り
、

危
険
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
夜
間
に
道

路
を
歩
く
と
き
に
は
、
運
転
者
か
ら
見

え
や
す
い
よ
う
な
服
装
や
、
光
る
も
の

を
身
に
着
け
る
こ
と
等
、
わ
か
り
や
す

く
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　

短
い
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
粕
屋
警
察

生
活
安
全
課
の
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害

防
止
の
寸
劇
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寸

劇
は
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
第
1
回
高
齢
者

学
級
の
寸
劇
と
同
じ
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
、
福
岡
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
、
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
少
人
数
の

構
成
で
し
た
が
、
高
校
野
球
の
応
援
に

よ
く
使
わ
れ
る
曲
や
懐
か
し
い
曲
の
演

奏
に
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

第
22
回
粕
屋
地
区

交
通
安
全
大
会

挨拶をされる粕屋地区交通

安全協会会長

福岡県交通安全協会の皆さん

の交通安全の寸劇

福岡県警察音楽隊の演奏
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山
の
神
新
和
会　

中
嶋
三
記
夫

　

新
和
会
の
現
在
の
活
動
状
況
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
月
、
通
常
の
役
員
会
を
、
第
一
土

曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

諸
行
事
は
、
ま
ず
、
お
目
出
た
い
新

年
会
で
す
。
参
加
者
は
大
体
、
二
十
五

名
前
後
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
化
で
少
し

ず
つ
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
普
段
顔
を
見
せ
な
い
人

が
来
て
く
れ
る
と
、
本
当
に
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。

　

食
事
に
は
役
員
一
同
、
気
を
使
い
ま

す
が
、
時
に
は
弁
当
だ
け
で
は
な
く
、

手
作
り
の
料
理
を
出
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

三
月
の
総
会
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
で

す
、
総
会
を
滞
り
な
く
終
え
る
と
食

事
、
そ
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
。
時

と
し
て
永
遠
に
続
く
の
で
は
？
と
思
う

程
、
ノ
リ
ノ
リ
の
時
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
少
し
遠
慮
さ
れ
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
三
回
の
廃
品
回
収
に
も
、
し
っ
か

り
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
事
故

が
心
配
で
元
気
な
役
員
数
人
で
回
収
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
売
上
は
わ
ず
か
で

も
、
町
か
ら
の
助
成
金
は
本
当
に
た
す

か
り
ま
す
。
同
じ
く
、
年
三
回
の
高
齢

者
学
級
の
参
加
者
も
、
少
し
ず
つ
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

新
規
加
入
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す

が
、
六
十
代
、
七
十
代
の
人
達
は
、
ま

だ
働
い
て
い
る
人
が
多
く
、
な
か
な
か

入
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ふ
と

少
し
若
い
人
に
声
を
か
け
て
み
よ
う

と
、
六
十
歳
ま
で
に
は
数
年
あ
る
方
に

声
を
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
三
回

目
に
“
入
り
ま
す
”
と
約
束
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
（
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
生
き
て
い

る
か
な
）

　

年
二
回
の
旅
行
も
、
皆
さ
ん
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
秋

の
一
泊
旅
行
は
た
え
ら
れ
な
い
、
と
の

声
で
今
年
か
ら
秋
も
日
帰
り
に
し
ま
し

た
。
但
し
「
ま
だ
一
泊
し
た
い
」
と
い

う
人
も
い
ま
す
の
で
、
三
年
に
一
回
は

（
次
頁
に
続
く
）

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

受付担当の女性部の皆さんと

受付を済まされる参加者の皆さん

会場のアザレヤホールの客席の様子

ス
ナ
ッ
プ
で
見
る

第
二
回
高
齢
者
学
級
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実
施
し
て
も
い
い
か
な
、
と
お
も
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
十
月
に
初
め
て
フ
ル
ー
ト

の
先
生
に
よ
る
音
楽
会
を
開
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
時
々
開
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

以
上
、
新
和
会
の
活
動
報
告
で
し
た
。

会
員
増
強
運
動

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
会
長

長
澤　

忠
賢

　

令
和
7
年
度
、
南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ

は
、
会
員
数
36
名
で
す
。
私
が
入
会
し

た
当
時
は
48
名
で
し
た
が
、
逝
去
者
・

退
会
者
の
方
が
あ
り
、
会
員
が
減
少
し

ま
し
た
。
私
は
令
和
4
年
に
入
会
し
、

今
年
で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
前
会
長

さ
ん
か
ら
会
長
席
を
譲
り
受
け
2
年
半

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
間
知
ら

ず
の
私
は
頼
ま
れ
る
ま
ま
に
会
長
の
大

変
さ
を
知
ら
ず
に
大
役
を
引
き
受
け
て

し
ま
い
。
今
で
は
あ
の
時
、
断
っ
て
お

け
ば
と
反
省
然
り
で
す
。
ま
た
、
山

王
ク
ラ
ブ
は
平
均
年
齢
83
歳
の
シ
ニ
ア

層
で
す
。
役
員
5
名
で
毎
月
の
行
事
を

頑
張
っ
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。
若
杉
ク

ラ
ブ
会
長
の
言
葉
に
「
会
員
一
人
ひ
と

り
が
勧
誘
の
担
い
手
・
勧
誘
か
ら
始
め

よ
う
！
単
位
ク
ラ
ブ
を
PR
し
よ
う
！
」

を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
で
し

た
。
そ
の
言
葉
に
報
い
る
よ
う
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
規
加
入
者

3
名
の
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
逝
去
者
・
退
会
者
5
名
で
増
員

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
。
我
が
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
増
強
運

動
の
一
環
と
し
て
会
員
増
強
の
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
各
組
（
一
組
～
七
組
）
の

組
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
回
覧
し
て
頂

き
ま
し
た
。
成
果
は
ま
だ
で
す
が
、
会

員
増
に
役
員
一
眼
と
な
り
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
伯
母
さ
ん

西
原
若
草
会　

平
島　

誠
一

　

令
和
5
年
頃
か
ら
伯
母
の
病
院
の
送

り
迎
え
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
私

の
父
親
の
11
人
兄
妹
の
末
っ
子
で
す
。

今
年
で
91
歳
に
な
り
、
私
と
は
15
歳
ち

が
い
で
す
。
腰
は
目
一
杯
曲
が
っ
て
、

膝
も
昔
の
バ
イ
ク
事
故
の
せ
い
で
押
し

車
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

車
イ
ス
生
活
で
は
な
い
か
ら
普
通
の

車
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
連
れ
て
い
け
る

し
、
ス
ー
パ
ー
で
も
買
い
物
が
で
き
て

（
次
頁
に
続
く
）

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

山の神新和会 会員旅行記念写真

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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い
ま
す
。

　

今
は
須
恵
町
須
恵
で
一
人
暮
ら
し
で

す
。
頭
は
シ
ャ
ン
と
し
て
い
て
、
お

し
ゃ
べ
り
好
き
な
伯
母
は
家
の
中
で
つ

ま
ず
い
て
倒
れ
る
事
も
あ
る
よ
う
で

す
。
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
が
。

　

次
回
の
免
許
更
新
で
77
歳
に
。
回
り

に
も
大
勢
の
高
齢
者
が
運
転
を
続
け
て

い
る
よ
う
で
す
。
わ
き
見
と
ス
ピ
ー
ド

に
は
要
注
意
で
す
。
そ
の
は
ず
で
し
た

が
最
近
自
損
事
故
を
起
こ
し
て
、
3
月

の
車
検
に
続
き
出
費
が
重
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
ま
だ
車
は
必
要

で
す
。
伯
母
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
い
は
入

院
で
も
し
な
い
限
り
終
わ
り
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

気
長
に
付
き
合
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

朝
倉
３
連
水
車
見
学　

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　

松
本　

譲

　

6
月
17
日
に
、
朝
倉
3
連
水
車
が
回

り
始
め
た
と
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。

今
年
は
、
5
年
ご
と
の
作
り
替
え
を
終

え
て
、
新
し
く
な
っ
た
水
車
が
回
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
早
速
、

見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
興

味
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
水
車
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

三
連
水
車
が
設
置
さ
れ
て
い
る
堀
川

用
水
路
は
、
筑
後
川
右
岸
の
福
岡
県
朝

倉
市
に
あ
る
農
業
用
の
用
水
路
で
、

旧
朝
倉
町
及
び
甘
木
市
に
あ
る
計
664

ha
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。
水
路

は
、
江
戸
時
代
前
期
、
寛
文
2
年
～
3

年
の
大
干
ば
つ
に
よ
る
飢
饉
が
契
機
と

な
り
、
寛
文
3
年
に
着
工
さ
れ
、
翌
年

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
作
物
が
取
れ
な

い
状
態
に
あ
っ
た
旧
朝
倉
町
一
帯
は
、

こ
の
堀
川
用
水
路
の
建
設
に
よ
り
、
穀

倉
地
帯
に
変
貌
し
ま
し
た
。

　

堀
川
用
水
路
の
現
在
の
取
水
口
は
朝

倉
市
山
田
に
あ
る
山
田
堰
（
や
ま
だ
ぜ

き
）
で
す
。
こ
の
堰
は
、
筑
後
川
の
川

幅
を
広
い
面
積
の
石
畳
で
斜
め
に
せ
き

止
め
た
「
傾
斜
堰
床
式
石
張
堰
」
で
、

筑
後
川
の
水
を
堀
川
用
水
路
に
、
大
量

に
導
流
さ
せ
る
た
め
の
築
造
物
で
す
。

こ
の
堰
の
工
法
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に

よ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
支
援

の
灌
漑
用
水
モ
デ
ル
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
の
取
水
口
は
土
砂
の

堆
積
等
が
発
生
し
た
た
め
、
現
在
は
、

山
田
堰
の
隣
に
あ
る
筑
後
川
右
岸
の
岩

盤
に
長
さ
20
ｍ
で
3
ｍ
角
の
断
面
を
持

つ
ト
ン
ネ
ル
の
切
貫
水
門
（
き
り
ぬ
き

す
い
も
ん
）
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

筑
後
川
の
水
を
堀
川
用
水
路
に
取
水

し
た
の
で
す
が
、
用
水
路
の
水
面
よ
り

高
い
北
側
の
土
地
も
水
田
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
お
よ
そ
230
年
前
自
動
回

転
式
の
重
連
水
車
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
水
車
の
お
か
げ
で
、
高
い
土

地
へ
水
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

堀
川
用
水
路
に
は
、
日
本
最
古
の
実
動

す
る
水
車
と
し
て
、
ま
た
夏
の
風
物
詩

と
し
て
、
全
国
的
に
も
有
名
な
「
朝
倉

の
揚
水
車
群
」
と
し
て
、
平
成
2
年
に

「
堀
川
用
水
路
」
と
共
に
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
施
設
は
平
成
26
年

9
月
に
は
、
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員

会
（ICID

）
の
認
定
制
度
「
か
ん
が
い

施
設
遺
産
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
堀

川
用
水
路
に
は
、
「
3
連
水
車
」
1
基

と
「
2
連
水
車
」
2
基
が
稼
働
し
て
い

ま
す
。

新調された朝倉三連水車
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社
会
医
療
法
人
青
洲
会　

青
洲
会
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

牟
田　

直

　

い
つ
も
地
域
の
皆
様
に
温
か
く
支
え

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
た
ち
は
当
院
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

も
あ
り
ま
す
「
人
と
地
域
を
も
っ
と
笑

顔
に
」
と
い
う
想
い
を
胸
に
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
医
療
と
介
護
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
青
洲
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医

療
、
介
護
部
門
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
院
で
は

「
総
合
診
療
科
」
「
内
科
」
「
腎
臓
内

科
」
「
泌
尿
器
科
」
「
呼
吸
器
内
科
」

「
消
化
器
内
科
」
「
外
科
」
「
整
形
外

科
」
「
脊
椎
整
形
外
科
」
「
訪
問
診

療
」
な
ど
診
療
所
と
し
て
は
非
常
に
幅

広
い
診
療
科
を
備
え
て
い
る
事
業
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
糟
屋
郡
粕

屋
町
に
あ
り
ま
す
当
院
の
関
連
急
性
期

病
院
で
あ
る
「
福
岡
青
洲
会
病
院
」
と

も
連
携
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
高
齢
化

の
影
響
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
っ

て
い
る
の
が
訪
問
診
療
で
す
。
通
院
が

困
難
で
ご
自
宅
で
の
療
養
を
望
ま
れ
る

方
に
対
し
、
医
師
・
看
護
師
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
計
画
的
な
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
密
に
連
携
し
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
支
援
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
当
院
は
、
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
登
録
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
風
邪
な
ど

の
病
気
や
体
の
不
調
を
感
じ
た
際
に
受

診
し
た
り
、
自
分
の
健
康
に
つ
い
て

相
談
し
た
り
す
る
決
ま
っ
た
医
療
機
関

（
医
師
）
の
こ
と
で
す
。
健
康
に
関
す

る
こ
と
を
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、

必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
、
身
近
で
頼
り

に
な
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
身
近
に
い
て
頼
り

に
な
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も
つ
こ

と
は
、
ご
自
身
が
健
康
を
維
持
・
増
進

す
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
青

洲
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
地
域
に
密
着
し

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
問

わ
ず
、
人
々
の
健
康
を
支
え
、
皆
様
が

住
み
慣
れ
た
場
所
で
少
し
で
も
長
く
生

活
で
き
る
よ
う
在
宅
医
療
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
部
門
で
は
「
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
」
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
「
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

青
洲
の
あ
か

り
」
を
展
開
し
、
医
療
・
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
・
介
護
が
連
携
し
な
が
ら
在
宅
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。
「
青
洲
の
あ
か

り
」
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
宿
泊
、

訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
を
同
じ
ス
タ
ッ

フ
が
担
当
し
、
ご
利
用
者
様
・
ご
家
族

様
の
安
心
に
繋
が
る
き
め
細
や
か
な
ケ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

医
療
施
設
等
紹
介

看護小規模多機能型居宅介護

『青洲のあかり』

青洲会クリニックの全景

（糟屋郡志免町志免）
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な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
自
分
の
趣
味
・
旅
行
・
興
味
の
あ
る

こ
と
な
ど
を
皆
さ
ん
に
紹
介
。

②
サ
ー
ク
ル
の
一
員
と
し
て
活
動
を
し

て
い
た
時
、
楽
し
か
っ
た
事
や
、

感
動
し
た
こ
と
。

③
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
時
、

そ
の
楽
し
さ
、
新
し
い
発
見
、
自

慢
で
き
た
こ
と
。

④
地
域
の
行
事
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
た
時
、
忙
し
か
っ
た
１
日
を

具
体
的
に
。

⑤
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
発
足
の

き
っ
か
け
、
練
習
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
時
の
感

想
な
ど
。

松
本

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

須　

恵　

吉　

松　

哲　

一　

様　

90
歳

令
和
7
年
6
月
7
日 

須　

恵　

本　

村　

久
美
子　

様　

84
歳

令
和
7
年
6
月
10
日 

恵　

西　

尾　

方　

一　

彦　

様　

88
歳

令
和
7
年
6
月
23
日

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
九
十
九
号

発
行
日　

令
和
七
年
九
月
二
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

藤　
　

英
寿

編　

集　

広
報
部
会　

印
刷
所　

大
道
印
刷

　

老
倶
た
よ
り
に
は
、
「
会
員
の
広

場
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
会
員
の
皆
様
の
投
稿
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
広
報
担
当
と
し

ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
に
原
稿
を
書
い
て

頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
～
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
を
書
い
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
ご
意
見
も
よ
く
お
聞
き

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
書

い
て
頂
け
れ
ば
、
と
思
う
こ
と
を
書
い

て
み
ま
す
。
思
い
つ
い
た
と
き
、
メ
モ

に
書
き
留
め
て
い
た
だ
き
、
投
稿
に
つ

編
　
集
　
後
　
記

スナップでみる活動のあれこれ（新旧役員研修旅行）

会　

員　

訃　

報

到着ロビー前のサンリオキャラクター達
（大分ハローキティ空港）

酒蔵の中で説明を聞く皆さん（中野酒造）

上級武士「大原邸」前で記念撮影
（杵築城下町）

慈恩の滝


